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出
登
息
愈
}よ

亀か
た

く

総
長

昨
夜
東
上
す

け
ふ
交
相
と
會
見
し
て

＼

不
當
要
求
を

一
蹴
せ
ん

四
月
二
十
二
日
初
め
て
嶋
寓
交
相
よ
り
正
式
に
意
を
受
け
た
聴
よ
り

「當
局
の
見
解
に
は
同
意
し
難
し
」

ξ
固

い
決
意
を
示
し
て
ゐ
π
小
酉
総
長
は
、
そ
の
後
度
度
交
部
省
よ
り
再
労
を
促
が
さ
れ
た
が
、
全
學
敷

授
及
び
學
生
の
塵
倒
的
支
持
の
下
に
断
乎
た
る
決
意
を
固
め

自
分
は
今
夜
上
京
す
る
が
、
自
分
の
見
解
は
熟
慮
の
結
果
何
等
墜
化

は
な
い
、
依
然
と
し
て
文
部
省

の

と
ら
ん
と
す
る
腱
置
に
反
封
し
、
O
の
要
求
を
拒
絶
す
る

旨
を
公
式
に
宮
本
注
學
部
長
に
つ
た

へ
、
悲
肚
の
決
心
を
秘
め
昨
夜
九
時
三
十
七
分
米
原
獲
十
⊥ハ
號
列
寧

一
等
寝
毫
に
乗
車

}
路
東
上
し
た
、
け
ふ
午
前
中
丼
は
交
部
省
に
於
て
直
接
交
部
大
宙
に
面
會
、
當
局
の

要
求
を
断
乎
ξ
し
て
拒
繕
す
る
で
あ
ら
う
、
丈
部
省
"
於
て
反
省
す
る
慮
な
け
れ
ば
、
本
學
巴
丈
部
省
惹

正
面
衝
突
は
不
可
避
で
、
全
學
漱
授
醸
生
は
ま
す
く

意
を
固
め
て
塵
倒
的
に
総
長
を
支
持
し
、
大
學
の

肉
治
、
研
究
の
自
由
の
π
め
敢
然
慧
し
て
ふ
る
ひ
立
π
ね
ば
な
ら
濾
塒
が
來
霧

米
原
か
ら

秘
か
に
乗
車

學
生
代
表
は
深
夜
ま
で

京
都
騨
で
待
ち
ぼ
け

隔鞭
纒
颯藩
羅
騰

騰
螺

で
七
晒
か
ら
澱
硬
ま
で
鰍
つ
た
が
冷融

鵬
の
媛
き
著
等
の
准
瀦
繕
騰
は
、
朧
麗

附
際
ま
で
悠
々
せ
ま
皇̂
L題
㊧
書
を
繧

き
朧
継
に
騰
し
欝
い
謬

を
さ
ら
に
興

ニち

さ
せ
る
こ
と
を
慮
る
心
づ
か
ひ
か
ら

か
に
滞
罵
か
ら
烈
購
し
た
も
の
と
鄭

れ
て
ゐ
る

教

授

へ
嘆

願

?

経
濟
學
部
學
盤
が

鰐

叢

蟹
の
霰
ら
つ
た
る
活
躍
に
懸

し
て
曝
に
麟
馨

を
聾

し
て
本
蹴
際

に
糠
す
る
鯨
睡
を
蹴
か
に
し
た
纏
灘
載

霧

欝

、
今
巨
露

醸
か
ら
霧

膠
霞

轡

そ
の
馨

叢

三
艦
か
ら

なる
照謹
講
を
本箏

璽

で

懸

し
雛

を
諜

す
る
と
と
も
に
愈

噸囎
に
灘
せ
る
本
製
に
嫌
す
る
慰

蕪

の
静
師
を
は
か
つ
て
縄
瀦
毅
藪

楡
麟
開

へ
嘆
讐

を
概
朧
ず
る
舗
で
畿
衝
織
漏
幽

製
静
霧

の
灘
概
鰹
な
襲
の
擁
腱
豫
鰯

よそう

嚇
豫
想
さ
れ
る

既

僻
表
を

取
り
ま
と
め

法
學
部
結
束
固
し

まハ

き
の
ふ
頁
上
を
圃
に
し
て
ま
ず
/
＼
固

い
織
麿
の
灘
意
を
惣
い
た
藤

繊

灘

餅
で
は
、
騒
に
縮
勲
と
職
㈲
を
固
め
、

墾

な
る
灘

と
馨

な
る
衛
鮒
を
騰

る
こ
と
を
鰯
啓
、
霧
　毅

難

勲

士
盆
即艦
ち
恥
表
を
取
り
繋
め
、
灘
本

趣
癬
に
蓼
譲
し
た

な
ほ
こ
れ
に
先
撫
つ
て
朧
禦
醜
離
も
嘱

灘
製
離
職
際
と
し
て
の
立
塀
か
ら
裂
灘

と
共
に
螺
懸
な
る
精
鰯
を
な
す
た
め
、

果
然
、

無
謬
羅
囎
羅
雅
奪
難
騨
難
総
轡

と
に
響

穿

あ
り
、
屡

謙

、
鍍
蕨
鰹

響

と
あ

へ
ら
れ
た
わ
け
で

義
、
醗
職
も
籐
に
静
表
を
一騰
し
て
ゐ
一あ
る

母
校
擁
護
を
叫
び

京
都
の
先
輩
團
立

つ

大
蓬

餅
艶
離
は
別
郷
の
櫛
り
ま
つ

一梵
蜂
火
を
騨
げ
た
に
郷
し
・
一が
、

嚢

離

の
灘
劉
蓼

で
あ
る
大
森

瀞
撫
、
鵬
脇
鷹
熊
鍵
径
羅

艶
懸

、

淺
墜
羅
籏
駁
瀞
弛
餅
癬
ら
ほ
暇
廿
三

ニう

ゑな

そう
てみま

日
無
校
の
危
機
に
あ
た
つ
て
総
畏
煎
に

【
魏
織
餅
と
と
も
に
母
騰
擁
紺
の
虹
め
に

翫
學

る
響

な
り
・
竪

言
蘇

跡
は
本
蟹
を
課
職
・
麟
本
灘
麿
を
は
じ

大
森
市
長
ら
積
極
的
に
活
働

鍵
鯵
韓
縫
購
鞍
騨
難
貿韓
講
灘

左

右

に
偏

ゼ
季

あ
く
迄
純
眞
の
態
度
で

目
的
の
貫
徹

東
蜂
す
る
繕
驚
に
縣
賊
す
愚
儒
薮
を
羅

総
長
東
上
に
際
し
て

鑑
妄
な
る
判
断
の
下
に
、
文
政
當
局
が
猫
自
己
の
非
を
悟
ら
ず
、
敢
へ

て
暴
悪
不
當
の
蜜

を
遽
行
せ
ん
と
す
る
に
抗
し
、
我
等
が
學
園
総
長

ほ
確
固
不
抜
あ
決
意
を
呑
み
て
、
昨
夜
、
遽
に
東
上
せ
り
9

學
園
の
神
禦
、
講
鯉
の
自
由
、
そ
は
我
等
が
全
生
命
に
し
て
、
い
や

し
く
も
、
そ
を
剥
奪
せ
ん
と
企
つ
る
も
の
に
封
し
我
等
は
噺
乎
自
己
の

生
命
を
死
守
せ
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
。

今
や
、
事
は
た
讐
に
法
畢
部
一個
の
死
活
期
何
に
と
辞
ま
ら
ず
、
實

に
我
等
全
學
園
の
死
活
に
あ
¢
ず
し
て
何
ぞ
Q

既
に
我
等
が
繰
長
は
東
上
せ
り
o
我
等
は
、
曲
庭
に
、
理
餐
爾
腔
の

熱
意
を
以
て
、
東
都
帝
國
大
學
総
長
の
決
意
を
支
持
せ
ん
と
す
る
も
の

な
り

新
聞
部

堀
川

慮
義

同

友
野

代
三

同

嶺
川

磯
雄

同

山
本

明

同

木
村

貞
藏

同

森
下

巖

…
5
u,幽匿ー
■5
暫ー

ーー
奪
■量
18
■πー
曇
畳
ー
肇1

に

適

進

す

る

に
漉
す
る
傍
ら
、
霧

離
製
獄
の
藤
騰

代
表
都
縣
謬
は
、
骨
三
日
勢
山鰹
戦
か

ら
襲
酵
驚
所
に
隙
か
れ
、
縦
四
晒
隙
の

畷灘
藻
鷲
欝
鱗
雑
欝

の肇
で次
の鷲
く鍵
麟
を鷹
表

し
た習

々
は
演
に
左
右
に
偏
せ
ざ
る
態
度

で
飽
く
ま
で
も
目
的
を
書
徹
す
る
た

め
の
立
場
に
あ
る
、
從
つ
て
昨
日
の

ビ
ラ
撒
き
事
件
に
開
す
る
某
紙
の
記

事
の
妬
き
に
封
し
感
は
、
吾
ら
を
死

ゑ

触
に
陥
れ
る
も
の
と
激
昂
し
て
居
り

吾
々
の
決
心
は
こ
の
富
件
に
依
り
愈

愈
確
固
と
な
る
許
り
で
、
印
附
貫
徹

の
た
め
左
右
爾
翼
の
渾
蟹動
は
噺
並7
と

し
て
排
盤
」
⊃
こ
の
た
め
何
ら
か
の

自
衛
的
具
醐
方
拙
を
講
ず
る
こ
と
に

け
ふ
午
後
四
時
牛

有
信
會
離
大
會

電
氣
ク
ラ
ブ

で
開
催

犠
懸
に轡
蛋

本置
暑

より
成る
穏
勢
野
轡
は
二+
二
轟
舞
灘
ミ
難

臨
響

繋

す
る
叢

省
無

し
響

私

す
こ
と
と
な
つ
た
が
・
静

の
羅

に
依
り
本
纂

働
臨

罫

ら
戦
麟

難
ク

ラ
ブ
に
勢
警

餅
を
膿
く
騨
で
、
招
聰
に
蹄
じ
て
本
鰍
潔
饗
酵

擶
蔭

則
驚

餅
よ
り
蒙

霞

三
艦
も
緻
懸

糠
の
た
め
朧
騨
る

な
つ
た
、
茎
嚢

意
見
も
あ
り
、
と
の
蓮
動
を
常
に
餐

嗣
遜
留
と
連
絡
を
取
り
㌔
飽
ぐ
ま
矯

玉
下
か
ら
の
蓮
動
と
す
る
こ
と
に
し

た
、
著
々
の
手
許
に
は
各
豊
蔀
よ
り

積
甜慨
朗
支
待
の
メ
ツ
セ
ー
ジ
も
來
て

居
る
し
、
又
同
麻
就
大
畢
部
有
志
の

名
で
あ
く
ま
で
も
初
志
を
慣
徹
せ
ら

れ
よ
と
の
別
掲
の
如
き
聾
援
の
メ
ツ

老
ー
ジ
も
受
け
た
、
そ
れ
に
封
し
て

ほ
感
謝
状
を
手
交
す
る
こ
と
に
巌
楊

　み
で
　
　
し
た

不
届
駕

ビ
ラ
撒
き

蓮

動

の
邪

魔

量
百
舛
、
欄
、
織
製
嵯
儲
表
が
難
跡

牌
、
講

鷹
鶴
燕
麟
の
伽
を
も
つ
て

ア
ヂ
ピ
ラ
を
撒
静
し
た
も
の
あ
り
、
製

獄
講
、
鵬
膿
職
で
は
撒
仙
都
を
癬
藤
聴

ゑ

蹴
難
鰹
鐸
鵠
灘
曳齢

め

どう

い

の
置
面
目
な
蓮
動
を
蹉
践
に
陥
入
れ
ん

と
す
る
意
薩
で
、
灘

に
魔
の
手
が
あ

み

る
の
で
は
な
い
か
と
見
て
居
る
が
、
か

」
る
晒
劣
な
る
や
り
方
は
、
毎
翼
の
鯉

き

き
よ
り
更
に
憂
ふ
べ
き
事
で
あ
る
と
い

は
れ
て
　
る

左

翼

を

い
ま

し

む
聲

高

し

蒸

が
懸
餅
を
鰹
し
、
一
つ
の
欝

を

麟
鷹
の
徐
で
、
羅
表
す
る
と
き
、
脇
締

り
の
俄
に
あ
た
る
蕪

腰
は
そ
の
灘

に
捨
翼
の
手
が
聾
き
、
静
覇
し
て
摩
な

コ

ドす
りよ

翻

秣

秘
、雛

鵜

溝
欝

踪

翻
合
に
よ
つ
て
は
態
ハの
爲
め
圏謙
の
羅

傑
を
鄭
ひ
、
段
睡
の
蹉
朕
を
み
た
倣
が

か
々
あ
る
の
で
、
劃
機
幽

嚇
も
そ
の

瓢
鈷

簿

慰
灘
し
て
唐
る
、
轡

く
,・

燕
翼
の
雌
々
も
、
一
墜

螢
と
胤
騰
に

恭
製
の
詠
治
、
破
囎
の
郎
由
に
鎌
し
て

ほ
立
難

こ
そ
蓮
へ
、
静
敗
を
轍
し
く

す
る
駈
側
舗
然
の
鷲
で
あ
る
、
齢
し
、

藤

を
よ
く
燕
麟
の
5
ち
に
却
れ
て
、

郎
治
と
帥
由
の
膿
鵠
に
遇
緻
ず
る
爲
め

み
型

な
ス
徐
讐

馨

ぜ
き
で
き

と
い
ふ
畷
が
麟
い

1裏
ス 面
あ に
りも

昌
ユ

 

、

聲

明

書

ム胃
ヤ
注
墨
・部
ノ
危
灘
凹
ハ
頗
πジ
プ
大
學
全
幽
服
ノ
渾
沈

高
マ
評プ
到
曲選
シ
タ
ヲ
。
我
〃等
ノ
緬
理長

ハ
注
學
部
ノ

悲
幾
ナ
ル
決
意
ヲ
支
持
シ
テ
断
乎
上
京
セ
リ
。
事

態

コ
・
二
至
レ
バ
全
學

ハ
起

ツ
テ
総
.長
ヲ
支
持

シ

大
學
ノ
存
立
ヲ
擁
護
セ
・ザ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
我
等
新

聞
部
先
輩
團

ハ
、
母
校
未
曾
有
ノ
危
機

二
直
面

シ

テ
最
早
ヤ
座
覗

ス
ル
ニ
恋
ピ
ズ
、
決
然
ト
シ
テ
大

學
ノ
存
立
ト
自
治
ト
ヲ
辱
ラ
ソ
ト
ス

事
態
ヲ
冷
灘

ユ
観

ル
汽

丈
部
當
局

ハ
妄
語

ヲ
以

テ
漱
授
ヲ
陥
K

誌
盲

ヲ
弄

ッ
プ
一
世
ヲ
蔵

ハ
シ

桐
喝
シ
プ
職
櫨
ヲ
濫
用

セ
ソ
ト
ス
。
眞
蟄
ナ
ル
學

究

二
從
ヒ
、熱
誠
ヲ
以
テ
講
籏

二
列
ス
ル
モ
ノ
、豊

嘗
闘從
シ
得
ベ
ケ
ソ
ヤ
。
塵
T問
ノ
内
一容
ヲ
俗
声
抑
ノ
徒

ノ
疵
割

二
任

セ
、學
者

ノ
進
退
ヲ
張
橿

二
委
ネ
、爾

之
ヲ
モ
甘
受

ス
ベ
シ
ト

セ
バ
、
菩
人
寧

ロ
大
學
ノ

倒
壊
ヲ
喜
ブ
。
注
學
部
全
激
授
蓮
挟
職

ヲ
賭

三

身

ヲ
犠
牲

ニ
シ
テ
、
學
問
ノ
公
道
ヲ
擁
護
セ
ソ
ト

シ
、総
長
亦
悲
肚
ナ
ル
決
心

ヲ
固
メ
、
風
雲
正

ユ
急

ナ
ラ
ソ
ト
ス
。
大
學

ノ
韓
蕗
實
三
此
ノ

蝸
戦

ユ
カ

、
ル

敢
テ
畜
フ
。
曲
學
阿
世
、
國
家
ヲ
累
卵

ノ
危

二
陥

レ
、

一
國

ノ
交
化

ヲ
逆
轄

セ
ソ
ト
ス
ル
ハ
丈
政
當

昌
関
二
韮
π
ズ
シ
テ
一誰
ゾ
Q
大
墨
'白
H治
、
學
問
ノ
自
由

ノ
撚地
鹸
糊没
晶路
ノ
瓦旭
期

二
際

シ
、
由室
々
ト
抗
争

ス
ル

ハ
吾
等
卒
業
生
ノ
至
上
ノ
使
命
ト
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